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　文教厚生委員会（江田五六委員長ほか６人）は新

宿区立四谷子ども園とリハビリ施設「夢のみずうみ

村」を視察しました。

＜新宿区立四谷子ども園＞（小学校と併設）

開園●平成19年４月。２幼稚園と１保育園が統合

対象●０歳児から小学校就学前まで

目的●子どもの成長と発達を見据えた一貫した保

育・幼児教育。地域の子育て支援の拠点。

時間●０歳児 ▼午前９時～午後６時30分、１～３歳

児 ▼午前９時～午後６時30分（最短）、～午後８

時30分（最長）、４・５歳児 ▼午前９時～午後３

時（短時間）、～午後４時30分（中時間）、～午後

６時30分（長時間Ⅰ）、～午後８時30分（長時間Ⅱ）

まとめ●本村は、村松保育所と宿幼稚園を一緒に

し、新しい子どもの施設を計画中である。幼保

の連携はそれぞれ長い歴史と管轄省庁が違うこと

で多くの問題点がある。四谷子ども園では、行政

から派遣された園長が両方の良さを合わせ、現場

主義的発想と解決策で乗り越えてすばらしい運営

をしている。本村でも現場の声を良く聞き、独自

の解決策をもって幼保一元化に取り組むことによ

り、時代にあった事業になると考える。

＜夢のみずうみ村　山口デイサービスセンター＞

施設の基本方針●「人生の現役養成道場」として利

用者が主体性を持って自ら１日の行動を決めていく。

行動メニュー●料理、陶芸、プール、機械トレーニ

ング、園芸、パソコン、マッサージなど

まとめ●自分の体調や気分に合わせて選択でき、利

用者が意欲的に取り組むことで生きがいを感じる

ことができるメニューになっている。このような

施設が村内にできれば、民間の介護事業のモデル

ケースとなり、介護事業のレベルアップにつなが

ると考えられる。

四谷子ども園視察風景
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